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看護未来塾第 10回勉強会 アンケート集計 

 

参加申込者数  211 名 

参加者数     170 名 

アンケート 87 件（回答率 51.1％） 
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Q11 今回の勉強会に関して、感想・ご意見などございますか 

⚫ 忙しい看護現場では、面会制限は楽なので、すぐにそちらに流れてしまっている気がします。患者さん

や家族の立場に立てば、制限ある中でも、何とか工夫して面会させることは可能だと思います。自分の

立場に置き換えて、考える。科学的な知識で上書きしながら、正しく対応していくことが必要だと改め

て学びました。 

⚫ 「人間の生きる」を支える看護は、根拠に乏しい一律な面会規制を漫然と続けることには、しっかりと

した方法論をもちつつ異議申し立てをしていかねばならないのだと、教えられました。現在の所属施設

では一律の面会禁止+状況に応じた面会許可（「ゼロ」あるいは漠然とした曖昧さの両極端な規則）とい

うルールのままであり、緩和基準やその方法について十分な議論ができていません。本日教えていただ
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き、皆さまのご議論で学んだことをもとに、積み重ねられたエビデンスを基盤とした面会制限緩和のガ

イドライン作成に取り組まねばならないと思い、またこの課題は高齢者ケアにとって最重要課題だとい

う確信を、本日深めることができました。 

※同窓の先輩方と面会制限について議論した際、家族と離れていることによるBPSD 悪化が予測される

認知症高齢者、および終末期患者について、認知症高齢者自立度や Palliative Performance Scale に応

じた面会制限緩和基準を作成している急性期病院の事例を教えてもらったことがあります。 

⚫ 民間の急性期病院の看護部長です。面会は 10 分間家族一人だけ。ＳＣＵでは面会禁止というルールで

今年は動いてきました。感染管理の認定もおり、共に考えてきましたが、今日の勉強会で、そのエビデ

ンスについて考えさせられました。特にＳＣＵ等スタッフが多くいる中での面会などは逆に感染対策を

守らせやすいのではないかとも感じました。師長たちと再度検討します。 

 

⚫ 自施設でもどのタイミングで HP 全体の面会制限を解除するかを毎週の COVID 会議で検討しています

が、県のフェーズが下がらないため、なかなか解除に決断ができない状況できず、患者の病態に合わせ

て個別対応をナースと医師とで行い面会を部分的に勧めてきました。塚本容子先生のお話を聞いて再度

COVID 会議で決めていきたいと思います。沢山の情報をありがとうございました。自分自身も知識の刷

新をして現場のスタッフとともにCOVID 患者さんの看護を続けていきたいと思います。 

⚫ コロナ患者さんの看取りの場面で、ご家族に感染のリスクを説明した上で防護具を着ていただき、面会

の機会を可能にし、穏やかな看取りをすることができました。ディスカッションの中でも言われていま

したが、できない、難しいと言われていることに対して、できるにするにはどうすれば良いか、とこれ

からも考えて実行していきたいと思います。 

⚫ 他の病院ではどうなっているのかわからなかったがこの勉強会を通して知ることができ、過剰な防衛は

必要でないと知った、テレビなどでしか情報がながれてこなく、漠然と日々をおくっていたことにきが

つきました。 

⚫ 面会自体は、コロナ患者出なければ、自施設では状況に応じて病棟ごとに面会や泊まりも出来ている状

況です。コロナ患者もビデオ面会などを今は導入し、出来ることは始めていますが、やはり家族からの

情報がないことの看護への弊害は大きいとも思います。 

⚫ 面会制限について、勤務している病院以外の状況を知ることができ、貴重な体験になりました。面会方

法を前向きに考えるための知識を得ることができました。 

⚫ 有料老人ホームで働いています。感染源を遮断する為に面会制限を行いご利用者さんは、外出もままな

らない状態は今も続いています。日々、出入りする職員が持ち込むのではないかと微熱者や、発熱者が

出るたびにひやひやしている状況でした。上司となる職種は、介護職と総合職の為、個人の感情を全く

受け入れてっくれません。それは、知識がないからマニュアルに従うしか方法がない事と組織が判断し

たことに対し、抗うことをしない事が会社の為・・・と思っているのではないかと思います。そこにご

利用者の状況は見えていないのです。看護職は、職場に 1 人か 2 人。声をあげても、「会社が決めてる

マニュアルに沿って」とはねのけられます。看護職の横につながりを持てる仕組みを作り、入居者さん

やご家族の想いを届けられる勇気と知識を持って、伝えていくことが大切と意識の書き換えができまし

た。誰のための安全対策なの？利用者の権利を声にしていきたいと思ました。 

⚫ 新型コロナに関する知識のアップデートを積み重ねていくことの重要性を再認識いたしました。面会制

限の続く病院や施設が未だ多いですが、高齢者とその家族の権利擁護の視点をもって活動していきたい

と考えています。一個人としては、最後の中島紀惠子先生の哲学者國分功一郎先生の言葉の引用から、

私たち看護師が語ることの重要性について説いたお話が大変印象に残りました。コロナ以外の看護にも
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広く通ずる普遍的なお話しだと感じました。 

⚫ 現状の課題をリアルに検討出来てありがたく感じました。本来の看護の力を発揮できるように知識の上

書きをしていきながら日常の高齢者ケアを考えていかなければと思い勇気を頂きました。 

⚫ 遠く離れた地域の現状を聞け、今、何が出来るか、どうしていくべきか考える機会になりました。管理

職でもないため、出来ることはわずかですが、正しく新しい知識を得、考え、発言していくことが大事

だと思いました。 

⚫ 感染防止の過剰反応をしていると思います。正しい知識が伝わっていないことに問題を感じます。 

⚫ 主に職員からの感染であるということがショックでした。 

⚫ 新しい知識と近々の現状を知る機会となり有意義でした。家族自身が希望を発すること、大事と実感し

ました。 

⚫ 正確で最新の情報をタイムリーに入手して、エビデンスに基づいた対策をとり、安心したサービスを提

供できる様に頑張りたいと思いました。 

⚫ 地域への発信していくことがコロナへの過剰な対応を避けていくために重要だと感じました。 

⚫ 地域包括支援センターで仕事をしています。新しい情報が得られ、また多分野で活躍されている方々の

話が聞けて、とても刺激になりました。また地方にて、またコロナ禍で県外研修に行きにくいため、と

ても貴重な機会となりました。 

⚫ 看護協会としてか、未来塾としてか、コロナ禍への、適切な怖がり方、対応について是非、発信して頂

きたいです。また、自身も発信をしていきたいと思いました。 

⚫ 第一線でご活躍されている方々のお話を通して、専門職として正しい知識の発信や取り組みの必要性、

地域を上手に巻き込んでいく活動の仕方についても考えさせられました。周囲に流されない専門職とし

ての行動力や勇気をもって頑張りたいと思います。 

⚫ 個人的に妹と姪がコロナに感染し、分断された社会を体験しました。今後正しい知識と対話力で地域に

発信していきます。在宅でも正しい理解ができずに苦しんでいる高齢者や家族の支援になっていきたい

です。 

⚫ マスコミの影響は大きいと思います。塚本先生のお話になった内容がもっと世間に広まるとよいなと思

いました。それほど恐れないで面会をして大丈夫と思っていましたが、周囲を説得できずにいました。

今回の勉強会で得た新しい知識を、現場の人たちに伝えたいと思います。 

⚫ 医療看護の実践現場について、最近は報道数が非常に少なくなったと感じています。ケア対象者へのか

かわり方も、病院・施設の社会的責任や経営に関する課題によって影響を受けるなかで、看護職個々の

思いや体験は様々であることが伝わってきました。ひとつひとつの患者家族のケースやケアの実践知を

広く知ることができる貴重な時間になりました。 

 

Q12 今後の勉強会に関して、ご要望などございますか 

⚫ 社会の中の看護、コロナの影響を受ける看護、コロナ以前から積み残されている看護分野の課題・問

題について、広く取り上げていただきたい 

⚫ 全国規模でのディスカッションは、情報提供や情報交換の場となるので、今後もZOOMミーティン

グでの勉強会も取り入れたいただきたいと思います。参加しやすかったです。 

 

 


